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新年度を迎え、１か月が経ちました。 

　学校周辺の木々も緑が鮮やかな季節となりました。新年度を迎え１か月が経ちましたが、ご

家庭でのお子さんの様子はいかがでしょうか。４月、５月は学校行事、宿泊学習、部活動の大

 会等、盛りだくさんですが、生徒たちは生き生きと活動しています。

４／○（○）　 新入生歓迎会 

　委員会活動と部活動について、２、３年生が１年生にユーモアを交えて格好よく紹介してく

れました。１年生にとっては小学校から知っている先輩方ですが、「さすが中学生、小学校の

 頃とは違う」という尊敬のまなざしで見ている姿が印象的でした。

４／○（○）　 交通安全教室【１年生対象】 

　茂原警察署から２名、町内駐在所から２名、町安全協会から４名の合計８名の講師が自転車

 の乗り方についてご指導くださいました。一般的な乗り方についての指導だけでなく、具体的

に以下のような通学の際の注意点もお話ししていただきました。

 ①細い道から太い道に出るときは停止し、左右をしっかり確認してから通行すること。

 　（例えば、道脇歯科脇の細い道路から学校へ向かう道路に出るとき、など）

 ②自転車は車両なので、原則は歩道を走ってはいけないのだが、車道を走ることが危険と

 　判断したときは、歩行者に十分気をつけて(歩行者を追い越すときは自転車から降りて)

　歩道を走ってもよいこと。（例えば、学校から利根里方面に向かう道路を通行するとき、 

 　など）

 ③万が一、車と接触したときは、運転手に「大丈夫ですか」と聞かれても「大丈夫です」

　と答えずに、必ず警察へ連絡するように依頼する、または自分（家庭）で連絡すること。

　家庭・学校・地域で協力して、子どもたちの命をしっかりと守っていかなければなりません。 

　また、子どもたちは、登下校を常に見守ってくださっている地域の方々に、感謝の気持ちを

 込めて「笑顔で元気なあいさつ」をしてほしいと思います。

４／○（○）　 避難訓練 

　地震を想定した避難訓練を実施し、以下のことを確認しました。

①地震が起きたら、まず頭部を守ること（一次避難）。揺れがおさまったらグラウンドへ 

　移動すること（二次避難）。及びその避難経路について。 

 ②長南中学校では二次避難の後、さらに三次避難をしたことがあること。

　※１９８７（昭和６２）年の千葉県東方沖地震では、町役場にあるガスタンクによる災

　　害が心配されたため、利根里方面に三次避難をしたと聞いています。保護者からその

 　　話を聞いたことがあるという生徒もいました。

③地震発生後は、火災と津波による災害が想定されること。

４／○（○）　 生徒総会 

　正しい会議の手順と運営の仕方を身に付けさせるとともに、学校生活をよりよくするための

話し合いが行われました。生徒たちは１８歳（３年生は３年後）になると選挙権を得るので、

 学校→地域→長南町→千葉県→・・・と視野を広げていくことを意識してほしいと思います。


